
No. タイトル 質問事項 回答

1
仕様書
8（2）管理者に求める要件

管理者はリモートでの対応でも問題ないか。
それとも現地での対応が必須か。

現地対応が必須です。

2
様式第８号
業務実施体制調書

業務の実施体制図には、組織全体の中の担当部署を明示しと記載があるが、これは今回の業
務体制図とは別に、会社等所属する組織内部の体制図も記載するということで合っているか。

今回の業務体制図のみ必要です。

3
仕様書
10（2）報告業務

受託者は月に1 回以上、本業務に関する報告会を実施しと記載があるが、開催方法に指定は
あるか。（現地、リモートなど）

現地開催です。

4
４ 企画提案書作成要領
１（1）提出書類

エ 提案内容に沿って変更した仕様書(案)と記載があるが、現在提示されている仕様書に沿っ
た提案の場合でも提出は必須か。

提出が必要です。

5 その他 次年度の見込み児童生徒数の情報を学年ごとにご教示いただくことは可能でしょうか。

令和７年１月１０日現在の推計数です。
小学校１年：　　９７６人　　　中学校１年：１，２７５人
　　　　 ２年：１，０９２人　　　　　　 　２年：１，２６１人
　　      ３年：１，１４０人　　　　　 　  ３年：１，２８５人
　　　　 ４年：１，１７４人　　　　　     合計：３，８２１人
　　      ５年：１，１９１人
　　　　 ６年：１，１８６人
　　　　合計：６，７５９人

6
仕様書 
13その他(1)

「作成する全ての成果物(各種教材及びマニュアル、各種データ等も含む)の著作権は発注者
に帰属するものとし、学校または発注者が認めた場合は、受託者が利用できるものとする。」と
ありますが、有用な支援方法やICT活用事例など、サービスの質を高める有益な情報につい
ては個人を特定できない形で情報をデータベースに蓄積し、弊社の支援活動で共有、活用さ
せていただくことは問題ないでしょうか。

学校または発注者が認めた場合は可能です。

7
仕様書 
５訪問回数

教育支援センターでの業務はどのような内容を想定されていますか。また業務時間は午前 8 
時から午後 6 時までのうち 1 日 8 時間以上(1 時間の休憩時間を含む)となりますでしょうか。

外部講師との遠隔授業でのオンライン授業の支援等を想定しています。
勤務時間は業務内容により、１日の勤務時間を超えない範囲で指示します。

8
【実施要領】
（5）契約の締結

契約は小学校、中学校あわせて一つの契約という認識で合いますでしょうか。 一つの契約です。

9 企画提案書に関して 企画提案書において、事業者名は明記してもよろしいでしょうか。 明記してください。

10 企画提案書に関して
春日市様との協議の上、再委託が認められた場合、再委託先の事業者名を企画提案書にて
明記してよろしいでしょうか。

明記してください。

11

仕様書P1 5(2) 
「～教育支援センターは発注者が
指示する場合に訪問すること。」に
ついて

教育支援センターへの訪問実績について、R6年度は年間で何回程度訪問実績があったの
か、参考までにご教示ください。 

令和６年度は現在のところ訪問実績はありません。

12
仕様書P1 5(2) 
支援員の訪問方法の確認

支援員の車通勤は可能でしょうか。その場合、学校敷地内での駐車は可能でしょうか
車での通勤は可能です。
学校長の指示に従い、学校敷地内に駐車してください。

13
仕様書P1 5(4) 
学校の休業日 

貴市の学校の閉庁日や休業日を含めた各年度のおおよそのスケジュール把握のため、「令和
6年度の学校休業日・閉庁日」をご教示ください。

【始業式】
令和６年４月８日（月）
【入学式】
中学校：令和６年４月１０日（水）
小学校：令和６年４月１１日（木）
【学校閉庁日】
令和６年８月１０日（土）～１８日（日）
令和６年１０月１２日（土）～１６日（水）
令和６年１２月２８日（土）～令和７年１月５日（日）
【卒業式】
中学校：令和７年３月７日（金）
小学校：令和７年３月１４日（金）
【修了式】
令和７年３月２４日（月）

14
仕様書P2 7 
業務内容 

必要に応じて、使用アプリケーション等の「支援員や管理者用のアカウント」を作成・提供いた
だくことは可能でしょうか。

必要に応じ、協議の上決定します。

15
仕様書P2 7 
業務内容

必須の支援内容として、「校務業務に関わる内容は含まれていない」という認識でお間違いな
いでしょうか。

校務業務は含まれません。

16
仕様書P3 9(2) 
 エ eboard

どのような目的で導入されたアプリでしょうか。 (授業用、宿題用等)  
また、教職員と全児童生徒が利用されておりますでしょうか。

学習支援として導入しています。全教職員・全児童生徒で使用可能です。

17
仕様書P3 9(2)  
オ 学校が採択したデジタルドリル 

具体的なドリル名をご教示ください。
今年度はタブドリLive!を使用しています。
次年度のドリルについては、現在検討中です。

18
仕様書P3 9(2)  
ク 生成AI(ChatGPT) 

生成AIは教職員と全児童生徒が利用されておりますでしょうか。 一部の教職員と、一部の生徒が利用しています。児童の利用はありません。

19
仕様書P4 8 (4)ア 
ICT支援員の教育体制 

「定例会及び研修に係る時間は、業務に含めない。」の記載部分の意図としては、”支援員の
教育のための研修や、定例会に係る時間は学校訪問としてカウントは認めない。”という認識
でお間違いないでしょうか。 

間違いありません。

20 様式第9号 価格提案書 小学校分と中学校分の合算での価格提示でもよろしいでしょうか。 合算で差し支えありません。

21
企画提案書作成要領 P1 
1(2) ア 

印刷部数について 「アは11部、イ・ウは正本１部」 に変更いただくことは可能でしょうか。難し
い場合は記載の通りに印刷しご提出いたします。 

記載の通りに印刷をお願いします。

22
企画提案書作成要領 P2 
1(4) カ

下記様式で提出することを認めていただけないでしょうか。 
・A4横 
・上部ホッチキス止め 

差し支えありません。


